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平
成
二
十
八
年

　新
年
の
ご
挨
拶

平
成
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八
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　新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
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福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
法
人  

福
井
県
共
同
募
金
会

福
井
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　

清
川
　
　
忠

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
会
事
業
の
推
進
に
多
大

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
日
の
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、

社
会
的
孤
立
、
経
済
的
困
窮
、
引
き
こ
も

り
、
虐
待
な
ど
の
福
祉
課
題
や
生
活
課
題

が
よ
り
深
刻
・
複
雑
化
し
、
既
存
の
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
狭

間
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
た
ち
福
祉
関
係
者
が

地
域
社
会
に
果
た
す
べ
き
使
命
と
役
割
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
あ
ら
た
め
て
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域

住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
・
協

働
し
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
共
に

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

制
度
改
革
や
財
源
の
確
保
な
ど
、
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

12
月
18
日
（
金
）
福
井
県
生
活
学
習
館

（
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
）
に
て
、
第
62
回

福
井
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
福
井
県
に
お
い
て
多
年

に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る

大
会
で
あ
り
、
本
表
彰
を
通
し
て
、
県
民

な
ら
び
に
福
祉
関
係
者
の
地
域
福
祉
活
動

に
対
す
る
意
欲
を
高
め
、
誰
も
が
身
近
な

地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

福
井
県
内
の
福
祉
向
上
に
功
績
の
あ
っ

た
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
、
福

祉
施
設
・
団
体
・
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
４
２
９
名
（
団

体
）
に
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会　

清
川

会
長
よ
り
、表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
表
彰
区
分
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
福
祉
広
報

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
５
の
表
彰
が
行
わ
れ

る
な
ど
、約
５
０
０
名
の
参
加
者
の
も
と
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
二
回 

福
井
県
社
会
福
祉
大
会

第
六
十
二
回 

福
井
県
社
会
福
祉
大
会
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民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
（
97
名
）

福
井
市

秋　

田　

幸　

雄

勝
山
市

斎　

藤　

清　

昭

坂
井
市

朝　

倉　

保　

雄

勝
山
市

斎　

藤　

は
つ
ゑ

福
井
市

阿
津
川　

美
智
子

敦
賀
市

坂　

木　

淨　

昭

福
井
市

荒　

川　

洋　

一

福
井
市

坂　

下　

幹　

朗

あ
わ
ら
市

石　

谷　

金　

明

福
井
市

坂　

本　

美
佐
代

福
井
市

伊　

藤　

陽　

子

福
井
市

笹　

木　

る
り
子

福
井
市

岩　

崎　

美
枝
子

坂
井
市

佐　

藤　

和　

子

大
野
市

岩　

田　

千
津
子

坂
井
市

佐　

野　

啓　

子

坂
井
市

内　

田　

利　

勝

坂
井
市

澤　

邊　

ま
ゆ
み

福
井
市

漆　

崎　

東
志
夫

大
野
市

清　

水　

進　

治

福
井
市

漆　

崎　

美
智
遠

坂
井
市

清　

水　

秀　

治

敦
賀
市

大　

門　

豊　

子

福
井
市

関　

西　

愛　

子

坂
井
市

大
久
保　

昭　

恵

福
井
市

大　

道　

千
鶴
子

勝
山
市

大　

沢　

佑　

治

坂
井
市

髙　

栁　

哲　

夫

福
井
市

大　

橋　

信　

男

鯖
江
市

竹　

内　

香
代
子

福
井
市

奥　

津　

桐　

子

鯖
江
市

竹　

内　

千
嘉
子

福
井
市

加　

賀　

の
ぞ
み

福
井
市

竹　

内　

紀　

彦

福
井
市

加　

藤　

鐵　

男

敦
賀
市

竹　

田　
　
　

武

福
井
市

北　

倉　

憲　

治

福
井
市

為　

国　

幸　

子

福
井
市

北　

村　

は
る
み

敦
賀
市

槻　

木　
　
　

齊

勝
山
市

木　

永　

つ
や
子

坂
井
市

坪　

内　

元　

明

勝
山
市

久　

保　

す
み
ゑ

坂
井
市

坪　

田　

鈴　

子

福
井
市

久　

保　

美
貴
子

坂
井
市

中　

川　

ま
さ
江

坂
井
市

倉　

田　

教　

信

勝
山
市

中　

野　

裕　

子

福
井
市

後　

藤　

聖　

子

勝
山
市

仲　

村　

龍　

男

福
井
市

小　

林　

千
恵
子

福
井
市

中　

村　
　
　

誠

福
井
市

近　

藤　

輝　

彦

敦
賀
市

中　

村　

美
保
子

福
井
市

野　

坂　

惠　

子

勝
山
市

松　

村　

純　

子

福
井
市

野　

村　

八
重
子

福
井
市

三　

上　

ひ
ろ
子

坂
井
市

萩　

原　
　
　

一

南
越
前
町

三
田
村　

雅　

信

勝
山
市

長
谷
川　

淳　

一

越
前
町

皆　

川　
　
　

猛

勝
山
市

林　
　
　

松　

治

福
井
市

南　
　
　

京　

美

福
井
市

平　

井　

非
佐
子

あ
わ
ら
市

宮　

川　

志
づ
江

南
越
前
町

藤　

澤　

敏　

美

福
井
市

宮　

原　

義　

典

敦
賀
市

舟　

木　

和　

子

敦
賀
市

森　

下　

陸　

雄

福
井
市

細　

田　

英　

子

勝
山
市

安　

田　

敬　

子

勝
山
市

細　

野　

富　

惠

坂
井
市

山　

岸　

奈
美
子

福
井
市

堀　

江　

克　

三

鯖
江
市

山　

口　

真　

二

福
井
市

前　

川　

逸　

子

坂
井
市

山　

﨑　

五
十
二

大
野
市

前　

田　

啓　

子

勝
山
市

山　

田　

信　

子

福
井
市

前　

田　

紘　

一

福
井
市

山　

田　

美
枝
子

福
井
市

牧　

野　

定　

子

南
越
前
町

山　

本　

小
夜
子

越
前
町

増　

田　
　
　

正

敦
賀
市

山　

本　

忠　

一

福
井
市

増　

田　

利　

博

坂
井
市

横　

井　

澄　

子

勝
山
市

松　

井　

誠　

一

福
井
市

吉　

澤　

充
名
栄

福
井
市

松　

田　

淑　

子

福
井
市

吉　

田　

真
由
美

福
井
市

松　

永　

久
美
惠

福
井
市

若　

泉　

し
げ
子

敦
賀
市

松　

永　

武　

士

福
井
市

若　

島　

勝　

志

大
野
市

松　

原　

明　

美

福
祉
委
員
功
労
表
彰
（
39
名
）

越
前
町

青　

山　

武　

男

越
前
町

大　

江　

和　

子

坂
井
市

井　

関　
　
　

廣

越
前
町

大　

橋　

マ
ス
子

越
前
町

岩　

﨑　

純　

子

越
前
町

岡　

田　

み
ど
り

大
野
市

後　

川　

ち
づ
子

大
野
市

加　

藤　

泰　

子

越
前
町

江
ノ
畑　

伊
弘
子

越
前
市

上　

出　

百
合
子

越
前
市

河　

端　

里
代
子

越
前
市

橋　

本　

美
智
子

坂
井
市

久　

保　

淳　

子

坂
井
市

浜　

岸　

つ
み
子

越
前
市

児　

玉　

幸　

子

大
野
市

原　
　
　

ち
え
子

越
前
町

坂　

口　

世
志
子

敦
賀
市

平　

佐　

政　

雄

越
前
町

島　
　
　

絹　

代

越
前
町

福　

島　

律　

子

敦
賀
市

杉　

田　
　
　

稔

越
前
市

邉　

見　

照　

子

越
前
町

髙　

橋　

忠　

子

敦
賀
市

堀　

井　
　
　

香

敦
賀
市

中　

嶋　

妙　

子

敦
賀
市

増　

田　

惠
美
子

越
前
市

中　

野　

桂　

子

敦
賀
市

美　

濃　

昭　

義

越
前
町

仲　

間　

京　

子

坂
井
市

宮　

口　

昌　

之

大
野
市

中　

村　

惠　

子

越
前
町

安　

井　

溪　

子

敦
賀
市

中　

山　

嘉　

惠

敦
賀
市

山　

口　

光　

子

越
前
市

夏　

目　

佳
代
子

越
前
市

山
口　

弥
治
右
ェ
門

敦
賀
市

西　

村　

幸　

子

越
前
市

湯　

本　

多
美
子

越
前
町

野　

村　

範　

子

社
会
福
祉
施
設
功
労
表
彰
（
114
名
）

福
井
市

秋　

山　

直　

子

す
み
れ
荘

福
井
市

五
十
嵐　

慶　

子

悠
和
園

南
越
前
町

上　

田　

裕
実
子

ほ
の
ぼ
の
苑

福
井
市

宇
佐
美　

雅　

子

す
だ
ち
の
家

南
越
前
町

笛　

吹　

久
美
子

ほ
の
ぼ
の
苑

南
越
前
町

笛　

吹　

里　

美

ほ
の
ぼ
の
苑

大
野
市

梅　

﨑　

弥
四
郎

大
野
和
光
園

福
井
市

永　

善　

嘉　

美

す
み
れ
荘

福
井
市

榎　

波　

喜
久
子

す
み
れ
荘

南
越
前
町

大　

倉　

佳　

代

ほ
の
ぼ
の
苑

福
井
市

大　

澤　

千　

明

福
井
県
児
童
科
学
館

坂
井
市

太　

田　

好　

城

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
す
み

平
成
27
年
度
　
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
【
敬
称
略
】

3　2016　January



福
井
市

大　

西　

佳　

世

あ
く
て
ぃ

あ
わ
ら
市

尾　

岸　

美
奈
子

ク
リ
ー
ン
ね
っ
と
金
津

福
井
市

尾　

武　

朱　

美

す
み
れ
荘

福
井
市

樫　

原　

恵　

子

す
み
れ
荘

越
前
町

勝　

山　

了　

然

や
ま
ぼ
う
し

福
井
市

加　

藤　

礼　

子

こ
し
の
渚
苑

越
前
町

金　

津　

晃　

司

や
す
ら
ぎ
荘

福
井
市

川　

畑　

百
合
子

こ
し
の
渚
苑

坂
井
市

北　

山　

千　

秋

白
楽
荘

福
井
市

木　

下　

晋　

一

あ
す
わ
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

福
井
市

木　

下　
　
　

恵

こ
し
の
渚
苑

福
井
市

國　

兼　

尚　

子

す
み
れ
荘

大
野
市

久　

保　

弘　

子

福
井
県
済
生
会
聖
和
園
長

福
井
市

佐　

倉　

祐
花
理

足
羽
更
生
園

福
井
市

定　

永　

幸　

子

す
み
れ
荘

池
田
町

佐　

飛　

喜
代
美

池
田
町
幸
寿
苑

福
井
市

杉　

本　

篤　

子

こ
し
の
渚
苑

福
井
市

巣　

守　
　
　

誠

山
翠
苑

福
井
市

高　

山　

明　

子

す
み
れ
荘

大
野
市

竹　

澤　

慈　

仁

ほ
っ
と

福
井
市

武　

安　

佳　

代

山
翠
苑

福
井
市

田　

嶋　

信　

治

す
み
れ
荘

池
田
町

谷　
　
　

洋　

子

池
田
町
幸
寿
苑

福
井
市

田　

村　

三
世
子

こ
し
の
渚
苑

坂
井
市

寺　

嶋　

由
美
子

白
楽
荘

小
浜
市

中　

野　

謙　

太

第
三
や
す
ら
ぎ
の
郷

越
前
市

中　

野　

芳　

美

水
仙
園

福
井
市

仲　

村　

由
佳
里

す
み
れ
荘

福
井
市

中　

山　

順　

代

す
み
れ
荘

南
越
前
町

野　

崎　

裕　

子

ほ
の
ぼ
の
苑

福
井
市

野　

尻　

ユ
キ
子

す
み
れ
荘

福
井
市

橋　

本　

博　

美

若
越
ひ
か
り
の
村

福
井
市

長
谷
川　

弘　

光

こ
し
の
渚
苑

福
井
市

畑　

山　

泰　

清

法
人
本
部
事
務
局

越
前
市

馬　

塲　

江
利
香

一
陽

福
井
市

濱　

下　

啓　

子

こ
し
の
渚
苑

福
井
市

濱　

本　

佳　

子

こ
し
の
渚
苑

南
越
前
町

平　

澤　

早　

苗

ほ
の
ぼ
の
苑

福
井
市

前　

川　

長　

慶

す
み
れ
荘

福
井
市

松　

田　

喜
久
子

す
み
れ
荘

福
井
市

三　

上　

い
づ
美

す
み
れ
荘

福
井
市

水　

野　

博　

文

す
み
れ
荘

大
野
市

宮　

下　

則　

之

大
野
和
光
園

福
井
市

宮　

島　

友　

記

す
み
れ
荘

福
井
市

向　

川　

倫　

明

す
み
れ
荘

若
狭
町

村　

上　

美
恵
子

若
狭
ね
っ
と

福
井
市

村　

田　

弘　

孝

福
井
美
山
荘

鯖
江
市　

薮　
　
　

方　

巳

吉
江
学
園

あ
わ
ら
市

山　

口　

郁　

恵

金
津
こ
ど
も
園

鯖
江
市　

山　

田　

勝　

久

ラ
イ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

福
井
市

山　

本　

月　

子

悠
和
園

福
井
市

山　

本　

昌　

樹

う
め
の
き

坂
井
市

吉　

野　

直　

子

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
す
み

大
野
市

米　

村　

惠
美
子

大
野
和
光
園

鯖
江
市　

赤　

松　

弘　

美

あ
お
い
保
育
園

若
狭
町

池　

上　

幸　

子

の
の
は
な
保
育
園

福
井
市

池　

田　

恵
利
子

西
藤
島
保
育
園

若
狭
町

池　

田　

純　

子

明
倫
保
育
所

坂
井
市

伊　

東　

奈
美
江

霞
幼
保
園

大
野
市

稲　

山　

幹　

夫

い
な
や
ま
保
育
園

若
狭
町

岩　

崎　

昌　

美

と
ば
っ
子
保
育
園

坂
井
市

岩　

本　

利　

恵

安
田
幼
保
園

若
狭
町

上　

野　

依
希
子

み
そ
み
保
育
所

若
狭
町

梅　

木　

洋　

子

中
央
保
育
所

大
野
市

梅　

原　

洋　

子

い
な
や
ま
保
育
園

勝
山
市

漆　

屋　

満
里
江

平
泉
寺
保
育
園

若
狭
町

片　

山　

暢　

子

み
そ
み
保
育
所

鯖
江
市　

川　

越　

智　

子

草
の
実
保
育
園

若
狭
町

河　

村　

美　

鈴

三
宅
保
育
所

若
狭
町

河　

村　

美　

和

中
央
保
育
所

大
野
市

木　

瀬　

宏　

代

春
日
保
育
園

若
狭
町

北　

川　

香
緒
里

わ
か
ば
保
育
園

永
平
寺
町

錦
古
里　

裕　

美

志
比
北
幼
児
園

若
狭
町

呉　

林　

智　

代

わ
か
ば
保
育
園

鯖
江
市　

桑　

原　

真
須
美

草
の
実
保
育
園

福
井
市

児　

嶋　

裕
貴
子

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
か
ぜ

鯖
江
市　

小　

高　

百　

恵

草
の
実
保
育
園

福
井
市

小　

林　

浩　

子

西
藤
島
保
育
園

大
野
市

駒　
　
　

久
美
子

荒
島
保
育
園

大
野
市

齊　

藤　

陽　

子

い
な
や
ま
保
育
園

福
井
市

酒　

井　

喜
美
恵

森
田
栄
保
育
園

若
狭
町

左　

近　

理　

恵

の
の
は
な
保
育
園

坂
井
市

白　

石　

千　

秋

霞
幼
保
園

若
狭
町

竹　

内　

美　

央

気
山
保
育
所

若
狭
町

武　

田　

恵
美
子

気
山
保
育
所

大
野
市

竹　

原　

絹　

代

い
な
や
ま
保
育
園

福
井
市

棚　

田　

優　

子

北
部
保
育
園

若
狭
町

寺　

井　

和　

美

み
そ
み
保
育
所

若
狭
町

天　

渡　

美　

紀

の
の
は
な
保
育
園

勝
山
市

永　

井　

千
津
子

松
文
保
育
園

若
狭
町

中　
　
　

江　

美

と
ば
っ
子
保
育
園

福
井
市

野　

原　

朋　

子

森
田
浜
保
育
園

坂
井
市

林　

田　

浩　

子

春
江
保
育
所

勝
山
市

菱　

田　

朱　

美

鹿
谷
保
育
園

若
狭
町

深　

川　

朝　

子

中
央
保
育
所

福
井
市

松　

井　

尚　

栄

西
部
保
育
園

坂
井
市

宮　

﨑　

ち
は
る

安
田
幼
保
園

若
狭
町

森　

川　

孝　

子

三
宅
保
育
所

福
井
市

山　

田　

佑　

記

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
か
ぜ
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敦
賀
市

山　

田　

ゆ　

き

櫛
川
保
育
園

坂
井
市

山　

本　

和　

美

春
江
南
保
育
所

若
狭
町

和　

田　

誠　

子

と
ば
っ
子
保
育
園

社
協
・
民
間
団
体
功
労
表
彰
（
40
名
）

越
前
市

池　

田　

幸　

枝

障
害
者
友
の
会
い
ま
だ
て
（
評
議
員
）

美
浜
町

池　

本　

敏　

子

美
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
理
事
）

越
前
市

石　

本　

峰　

夫

障
害
者
友
の
会
い
ま
だ
て
（
評
議
員
）

福
井
市

泉　
　
　

幸　

枝

酒
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
理
事
）

福
井
市

稲　

葉　

富　

子

福
井
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

福
井
市

岩　

尾　

恵　

子

鷹
巣
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
会
計
担
当
）

敦
賀
市

上　

原　

淳　

治

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

大　

森　

悦　

子

順
化
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
理
事
）

南
越
前
町

小　

原　

祐　

子

南
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

河　

端　

能
婦
子

和
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
副
会
長
）

福
井
市

木　

戸　

邦　

雄

大
安
寺
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
参
与
理
事
）

敦
賀
市

木　

下　
　
　

章

北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
理
事
）

福
井
市

嶋　

崎　

美
枝
子

湊
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
理
事
）

敦
賀
市

杉　

原　

令　

子

北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
推
進
委
員
）

福
井
市

鈴　

木　

善　

子

順
化
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
庶
務
）

越
前
町

平　

等　

智　

恵

越
前
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
会
長
）

福
井
市

高　

橋　

美
由
紀

福
井
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

福
井
市

田　

中　

圀　

隆

福
井
市
遺
族
連
合
会
（
常
任
理
事
）

福
井
市

谷　

口　

昭　

二

福
井
市
遺
族
連
合
会
（
理
事
）

福
井
市

遠　

田　

公　

一

松
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
理
事
）

福
井
市

堂　

本　

初　

恵

鶉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
理
事
）

福
井
市

刀　

禰　

麒　

一

越
廼
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
）

福
井
市

西　

川　

征　

男

豊
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
常
任
理
事
）

南
越
前
町

浜　

野　

ま
ゆ
み

南
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

原　

田　

典　

幸

大
安
寺
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
理
事
）

福
井
市

日　

向　

明　

世

福
井
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会（
常
務
理
事
）

福
井
市

藤　

田　

和　

子

鷹
巣
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
副
会
長
）

福
井
市

堀　

内　

英　

治

福
井
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
）

越
前
市

前　

澤　

知　

子

越
前
市
赤
十
字
奉
仕
団
大
虫
分
団（
団
長
）

福
井
市

前　

田　

絹　

代

西
藤
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
理
事
）

越
前
市

増　

田　

暉
美
子

寝
た
き
り
認
知
症
を
抱
え
る
家
族
の
会（
役
員
）

越
前
町

松　

野　

久　

子

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

森　

長　

一　

郎

福
井
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
参
与
）

福
井
市

森　

長　

澄　

江

福
井
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
参
与
）

越
前
市

栁　

瀬　

秋　

子

越
前
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会（
理
事
）

越
前
町

山　

内　

京　

子

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

山　

口　

正　

好

豊
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
理
事
）

福
井
市

山　

野　

弥　

生

福
井
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

越
前
市

山　

本　

一　

子

寝
た
き
り
認
知
症
を
抱
え
る
家
族
の
会（
理
事
）

福
井
市

吉　

川　

美
栄
子

松
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
幹
事
）

永
年
勤
続
表
彰
功
労
表
彰
（
20
名
）

勝
山
市

荒　

井　

淳　

子

さ
く
ら
荘

勝
山
市

池　

田　

由　

季

さ
く
ら
荘

若
狭
町

井　

関　

和　

代

わ
か
ば
保
育
園

福
井
市

伊　

藤　

正　

博

う
め
の
き

福
井
市

岩　

田　

文　

代

福
井
市
ふ
れ
あ
い
公
社

福
井
市

小　

柏　

博　

英

福
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

勝
山
市

上　

山　

寛　

泰

さ
く
ら
荘

勝
山
市

木　

村　

さ
な
美

さ
く
ら
荘

福
井
市

熊　

田　

憲　

子

岡
保
保
育
園

勝
山
市

島　

田　

美　

保

さ
く
ら
荘

若
狭
町

髙　

木　

か
つ
み

わ
か
ば
保
育
園

勝
山
市

谷　

口　
　
　

肇

さ
く
ら
荘

勝
山
市

長
谷
川　

洋　

子

さ
く
ら
荘

勝
山
市

方　

堂　

艶　

子

さ
く
ら
荘

坂
井
市

堀　

江　

て
る
み

宿
幼
保
園

福
井
市

宮　

崎　

真
理
子

上
北
野
保
育
園

若
狭
町

村　

田　

雅　

子

み
そ
み
保
育
所

福
井
市

安　

川　

清　

治

春
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

福
井
市

山　

内　

久　

子

福
井
市
民
生
委
員
児
童
委
員
会　

勝
山
市

四　

谷　

直　

美

さ
く
ら
荘

社
会
福
祉
協
議
会
優
良
表
彰
（
１
団
体
）

福
井
市

六
条
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
個
人
）（
23
名
）

大
野
市

荒　

木　

亜　

男

鯖
江
市

田　

辺　

ふ
み
子

鯖
江
市

安　

藤　

里　

美

若
狭
町

寺　

澤　

達　

雄

鯖
江
市

石　

原　

美
千
代

坂
井
市　

任　

田　

幸　

惠

鯖
江
市

糸　

崎　

由
美
子

坂
井
市　

野　

崎　

正　

子

坂
井
市　

大　

西　

純　

子

坂
井
市　

野　

尻　

ス
ミ
子

坂
井
市　

小　

畑　

智
枝
子

鯖
江
市

八　

田　

幸　

子

越
前
市

䋆
　
田　

一　

江

大
野
市

松　

田　

八
重
子

鯖
江
市

金　

丸　

富　

子

鯖
江
市

蓑　

輪　

安
兵
衞

鯖
江
市

小　

玉　

聖　

紀

鯖
江
市

宮　

塚　

み
や
子

越
前
市

齋　

藤　

典　

子

坂
井
市　

吉　

永　

瑞　

子

坂
井
市　

新　

宅　

時　

子

鯖
江
市

渡　

辺　

光　

枝

坂
井
市　

隅　

田　

弘　

子

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
７
団
体
）

越
前
町

織
田
小
学
校
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

福
井
市

手
話
サ
ー
ク
ル　

ひ
よ
こ

大
野
市

天
理
教
婦
人
会
大
野
支
部

福
井
市

ド
レ
ミ
音
楽
舎

敦
賀
市

布
お
も
ち
ゃ
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
こ
っ
と
ん
」

越
前
町

広
野
蚊
谷
寺
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ね
こ
道
場

福
井
市

友
禅
の
会

5　2016　January



最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

「
み
ん
な
同
じ
」

福
井
市
麻
生
津
小
学
校　
５
年　
福
野　
亜
美

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

「
障
が
い
が
あ
る
人
と
共
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
」

福
井
市
明
倫
中
学
校　
１
年　
真
柄　
有
貴

　福井県社会福祉協議会では、「『つながれボランティアの輪』推進運動」を展開し、さまざまな事業を実施しています。
　このコンクールは、その事業の一つとして、作文を通じて、県民の皆様のボランティア活動への関心や参加意欲を一層高めてもらうことを
目的に平成 9 年度から実施しており、今回が 19 回目となります。
　今年度は「ボランティア活動の経験から得たこと・感じたこと」「ボランティアについての自分の思い・考えていること」をテーマに 568
点のご応募があり、厳正な選考の結果を経て、次の皆さんが入賞されました。

小学生の部 :91点　　中学生の部 :319点　　高校生の部 :90点　　一般の部 :68点　　　（敬称略）

平成27年度「福井県ボランティア作文コンクール」入賞作品決定

最　優　秀　賞
小学生の部 『みんな同じ』 福 井 市 麻 生 津 小 学 校 ５年　福　野　亜　美
中学生の部 『障がいがある人と共に楽しめるスポーツ』 福 井 市 明 倫 中 学 校 １年　真　柄　有　貴
高校生の部 『私の中でめぐる言葉「ありがとう」～「ありがとう」を大切にしていきたい～』 福 井 県 立 丹 南 高 等 学 校 ３年　細　井　香奈代
一　般の部 『脳裏から消えない仲間たち』 南 越 前 町 大河内　　　肇

優　 秀　 賞
小学生の部 『ボランティアでより多くの人を笑顔に』 鯖 江 市 鳥 羽 小 学 校 ５年　福　嶋　　　華
中学生の部 『人と人をつなぐ「ボランティア」』 永 平 寺 町 松 岡 中 学 校 ２年　白　崎　聖　羅
高校生の部 『ボランティア体験』 福 井 県 立 大 野 高 等 学 校 ２年　澤　部　光　世
一　般の部 『未知との交流』 永 平 寺 町 若　園　依　未

入 　 選
小学生の部 『ガールスカウトをしていて』 福 井 市 豊 小 学 校 ５年　勝　木　夕　伽

『私がみんなにできること』 小 浜 市 立 遠 敷 小 学 校 ５年　上　川　瑞　月
『車いすバスケット』 鯖 江 市 吉 川 小 学 校 ６年　小　倉　美　咲
『保育ボランティアで学んだこと』 越 前 市 服 間 小 学 校 ６年　上　坂　梨央奈

中学生の部 『笑顔が見たくて』 福 井 市 社 中 学 校 １年　遠　藤　涼　華
『身近なボランティア』 学校法人北陸学園北陸中学校 １年　増　永　　　尊
『ボランティアの大切さ』 福 井 市 安 居 中 学 校 １年　田　中　梨々花
『今、できること』 鯖 江 市 鯖 江 中 学 校 ３年　中　山　詩　雪

高校生の部 『初めてのボランティア』 啓 新 高 等 学 校 ２年　高　橋　風　妃
『ボランティアで学んだこと』 啓 新 高 等 学 校 ２年　長　家　爽　香
『ボランティアへの思い』 啓 新 高 等 学 校 ２年　吉　田　実　那
『安心できる未来を』 福井県立福井農林高等学校 １年　酒　井　佑　那

一　般の部 『ことばの魔法』 福 井 市 天　野　玲　花
『ボランティアで広がった私の世界』 若 狭 町 原　田　ちなみ
『ボランティアってだれにでも出来る』 福 井 市 鳥　居　雪　和
『ボランティア活動「初めの一歩」』 福 井 市 酒　井　滋　子

学 校 賞
鯖 江 市 鳥 羽 小 学 校
南 越 前 町 立 南 条 中 学 校

　

私
は
、
今
年
の
夏
休
み
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

一
回
目
は
、
目
の
不
自
由
な

方
の
お
話
を
聞
い
て
、
伴
走
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
を
し
ま
し

た
。

　

私
は
、目
の
見
え
な
い
方
は
、

上
手
に
走
る
こ
と
が
で
き
ず
、

お
そ
か
っ
た
り
、
道
路
で
は
な

い
場
所
へ
行
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

実
際
に
走
っ
て
み
る
と
、「
目
が
見
え
な
い
の
？
」
と
う

た
が
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
上
手
に
走
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

分
か
り
ま
し
た
。

　

曲
が
り
角
で
は
、「
右
、
90
度
曲
が
り
ま
す
」
と
伝
え

ま
す
。
直
前
に
「
曲
が
り
ま
す
」
と
い
っ
た
ら
、
コ
ー
ン

に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。曲
が
る
時
に
は「
５
メ
ー

ト
ル
先
曲
が
り
ま
す
」
直
前
で
「
右
、
90
度
」
と
す
ば
や

く
言
っ
て
く
れ
た
ら
分
か
り
や
す
い
で
す
。
と
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
目
の
見
え
な
い
人
の
生
活
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
。
で
か
け
る
時
に
は
、
つ
え
で
物
が
な
い

か
を
確
か
め
て
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
歩
く
そ
う
で
す
。
音

の
な
い
信
号
機
は
、
ま
わ
り
の
人
の
歩
い
た
り
、
止
ま
っ

た
り
す
る
足
音
で
赤
か
青
か
を
は
ん
だ
ん
す
る
そ
う
で

す
。
人
が
少
な
く
て
分
か
ら
な
い
時
に
「
ど
う
し
ま
し
た

か
。今
信
号
機
青
で
す
よ
。い
っ
し
ょ
に
渡
り
ま
し
ょ
う
。」

等
と
、
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
そ

う
で
す
。

　

私
も
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
外
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
と
っ
て
も
不
安
で
し
た
。
と
な
り
に
だ
れ
か
が
い

て
も
不
安
で
し
た
が
、
い
る
の
と
い
な
い
の
で
は
大
ち
が

い
で
し
た
。
人
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

二
回
目
は
、
車
い
す
体
験
と
高
齢
者
疑
似
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

私
が
自
分
で
車
い
す
を
走
ら
せ
よ
う
と
す
る
と
、
行
き

た
い
方
向
で
は
な
い
所
に
行
っ
て
し
ま
い
、大
変
で
し
た
。

ほ
ん
の
少
し
の
坂
道
や
段
差
も
あ
が
る
こ
と
が
で
き
ず
、

と
て
も
う
で
が
つ
か
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
、体
に
お
も
り
や
サ
ポ
ー
タ
ー
、

特
し
ゅ
な
メ
ガ
ネ
や
耳
あ
て
を
し
ま
し
た
。

　

階
だ
ん
を
上
っ
た
り
、
さ
い
ふ
か
ら
お
金
を
出
し
た
り

････

。
一
つ
一
つ
の
何
気
な
い
動
作
が
、
年
を
と
る
と
こ

ん
な
に
大
変
な
の
か
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

体
が
と
て
も
重
く
て
、
前
か
が
み
に
な
る
理
由
も
分
か

る
気
が
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、家
に
い
る
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
助
け
て
あ
げ
な
い
と

　

僕
は
、
夏
休
み
に
「
伴
走
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
に
参
加
し

た
。
以
前
か
ら
、
人
の
役
に
立

て
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
福
祉
に
関
心
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
自
分
に
は
何
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
そ
う
か

と
考
え
て
み
る
と
、
小
学
校
の

時
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
活
動
な
ら
ば
何
が
で
き
そ
う
か
な
と
思
っ
た
。
そ
ん
な

時
に
母
か
ら
、「
伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
の
誘
い
が

あ
り
、
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
初
は
、
伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
か
、
た
だ
、
目
が
不
自
由
な
人
と
一
緒
に

走
っ
て
、
た
だ
単
に
引
っ
張
っ
て
走
れ
ば
よ
い
く
ら
い
に

考
え
て
い
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
当
日
、
伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
る
鈴
木
さ
ん
の
お
話
し
を
聞
い
て
み
る
と
、
自
分

が
考
え
て
い
た
こ
と
と
は
全
く
違
っ
て
い
た
。
伴
走
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
目
の
不
自
由
な
人
が
安
全
で
楽
し
く
走
れ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
、
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
い
タ

イ
ム
を
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
は
な
い
と
話
さ
れ
て
い

た
。
伴
走
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
、
走
っ
て
い
る
時
に

危
険
が
な
い
か
言
葉
で
周
り
の
状
況
を
伝
え
、
常
に
気
を

配
り
声
か
け
し
な
が
ら
走
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
も
の

で
あ
っ
た
。

　

自
分
が
考
え
て
い
た
こ
と
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
。

共
に
走
る
こ
と
に
加
え
、
伴
走
者
が
常
に
気
を
配
り
、
周

囲
の
状
況
を
き
め
細
や
か
に
言
葉
で
伝
え
、
危
険
を
避
け

て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

正
直
、
僕
は
走
る
だ
け
で
精
一
杯
で
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ

て
し
ま
い
、
方
角
を
示
す
以
外
の
声
か
け
の
言
葉
が
な
か

な
か
出
て
こ
な
か
っ
た
。
走
る
ス
ピ
ー
ド
も
、
目
が
不
自

い
け
な
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
で
、
私
は
、
目
の
不
自
由

な
方
も
車
い
す
で
生
活
を
し
て
い
る
方
も
、
少
し
の
工
夫

で
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
困
る
こ
と
は
あ
る
と
も
お
聞
き
し

た
の
で
、
私
は
、
そ
れ
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
困
っ
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
ら
、
優
し
く
声
を

か
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
学
校
で
も
、家
で
も
、

地
い
き
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
優
し
く
声
を
か
け
あ
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

み
ん
な
が
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
私
に
多
く
の
こ
と
を
気
付

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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最
優
秀
賞
（
高
校
生
の
部
）

「
私
の
中
で
め
ぐ
る
言
葉
『
あ
り
が
と
う
』

～
『
あ
り
が
と
う
』
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
～
」

福
井
県
立
丹
南
高
等
学
校　
３
年　
細
井　
香
奈
代

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
。
私
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
一
言
で
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
す
ご
く
大
き
な
活

動
。
私
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
会
い
は
、
小
学
校
ぐ
ら
い

だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
区
で
早
朝
ゴ

ミ
拾
い
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
親
に
つ
い
て
行
っ
た
だ
け
。

そ
の
頃
の
自
分
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
！
な
ん

て
気
持
ち
も
な
く
た
だ
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
、「
あ
り
が
と
う
」
と

言
わ
れ
照
れ
て
い
た
こ
と
し
か

記
憶
に
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
、
私
は
高
校

生
に
な
っ
て
部
活
動
参
加
が　

強
制
だ
っ
た
。
友
達
と
な
に
げ

な
く
活
動
日
が
週
一
回
の
楽
な

最
優
秀
賞
（
一
般
の
部
）

「
脳
裏
か
ら
消
え
な
い
仲
間
た
ち
」

南
越
前
町　
大
河
内　
肇

　

交
通
事
情
の
緩
和
で
自
宅
待
機

が
解
除
さ
れ
震
災
発
生
か
ら
八
日

目
、
い
よ
い
よ
出
発
、
私
に
と
っ

て
伊
勢
湾
台
風（
昭
和
三
十
四
年
）

に
続
く
二
回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
。

　

現
地
の
受
付
事
務
所
へ
入
る
と
、

西
宮
市
災
害
対
策
本
部
か
ら
長
期

滞
在
が
可
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
要
請
が
あ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
、
私
を
含
め
三
人
は
西
宮

市
役
所
へ
移
動
と
な
っ
た
。
夕
暮
れ
の
市
役
所
周
辺
は
、
全

国
各
地
か
ら
届
い
た
救
援
物
資
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
所
狭
し

と
積
み
上
げ
ら
れ
た
そ
の
下
で
は
、
小
さ
な
灯
り
を
頼
り
に

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
動
き
回
っ
て
い
た
。

　

高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
救
援
物
資
と
救
援
物
資
。
そ
の

僅
か
な
空
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
市
役
所
の
玄
関
へ
入
る

と
、
そ
こ
に
は
、
寝
袋
や
日
用
雑
貨
、
食
料
品
、
衣
類
等

を
詰
め
込
ん
だ
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
、
体
を
「
く
」

の
字
に
折
り
曲
げ
る
よ
う
に
し
て
、
全
国
各
地
か
ら
ぞ
く

ぞ
く
と
救
援
活
動
に
や
っ
て
き
た
若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
で
、
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

　

広
々
と
し
て
底
冷
え
が
す
る
西
宮
市
役
所
の
地
下
駐
車

場
、
こ
こ
が
我
々
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
全
国
各
地
か
ら

大
量
に
送
ら
れ
て
く
る
救
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
や
食
料

品
を
、
各
避
難
所
へ
届
け
る
為
、
配
送
作
業
の
説
明
と
、

自
己
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

驚
く
事
に
私
を
除
く
全
員
が
二
十
代
の
若
い
青
年
男
女

で
、
総
勢
七
十
六
名
（
二
十
四
名
の
女
性
を
含
む
）
と
確

認
さ
れ
た
。

　

食
糧
配
給
部
と
し
て
早
速
、
弁
当
・
水
・
清
涼
飲
料
・

副
食
・
茶
・
パ
ン
・
牛
乳
な
ど
、
品
目
毎
に
班
が
作
ら
れ
、

私
は
十
人
編
成
の
弁
当
班
に
入
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
指
示
に
よ
り

百
五
十
数
ケ
所
の
避
難
所
へ
、
午
前
と
午
後
合
わ
せ
て
一

日
に
五
万
八
千
食
分
が
各
避
難
所
へ
配
送
さ
れ
た
が
、
こ

れ
ら
救
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
や
配
送
時
の
積
み
降
ろ
し

作
業
は
、
男
女
の
区
別
な
く
全
て
手
渡
し
で
行
わ
れ
た
。

　

全
く
火
の
気(

暖
房)

の
な
い
底
冷
え
が
す
る
地
下
駐

車
場
に
は
、
救
援
物
資
を
積
ん
だ
搬
入
車
両
が
午
前
と
午

由
で
あ
っ
て
も
、
僕
ら
以
上
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
姿

に
本
当
に
驚
い
た
。
体
験
で
目
隠
し
を
し
て
自
分
が
走
っ

た
と
き
は
本
当
に
怖
か
っ
た
。
何
か
に
ぶ
つ
か
る
の
で
は

な
い
か
等
、
不
安
な
気
持
ち
で
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
な
か
っ

た
。
伴
走
者
の
言
葉
が
本
当
に
頼
り
だ
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
る
。

　

ラ
ン
ナ
ー
が
そ
ん
な
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
れ
る
の
も
、

そ
ば
で
伴
走
し
て
い
る
人
の
言
葉
を
信
じ
て
安
心
し
て
走

れ
る
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
ラ
ン
ナ
ー
と
伴
走
者
と
の
信
頼

関
係
が
し
っ
か
り
で
き
る
こ
と
で
安
心
し
て
走
れ
る
。
そ

し
て
、
走
る
こ
と
の
喜
び
を
共
に
分
か
ち
合
え
る
の
も
、

伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楽
し
さ
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
だ
と
い
う
人
も
い
る
が
、
僕
は
ど
ん

な
人
も
楽
し
め
、
新
し
い
気
持
ち
を
共
有
で
き
る
素
敵
な

活
動
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

　

自
分
も
ス
ポ
ー
ツ
（
サ
ッ
カ
ー
）
に
出
会
っ
た
か
ら
こ

そ
、
今
の
自
分
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
こ
か
ら
①
努
力
す
る
こ
と
②
継
続
し
て

取
り
組
む
力
③
悔
し
さ
を
力
に
変
え
る
心
、
頑
張
る
強
い

気
持
ち
が
生
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
障
が
い
が
あ
る
人

た
ち
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
気
持
ち
を
感
じ

た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

自
分
も
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
発
見
を
楽

し
み
た
い
と
思
う
。
今
回
は
伴
走
の
サ
ポ
ー
ト
体
験
で
、

教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
本
当
に
多
か
っ
た
と
思
う
。ま
た
、

機
会
を
見
つ
け
て
伴
走
の
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
う
。

　

三
年
後
に
福
井
県
で
国
体
が
あ
る
が
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
、

障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
が
今
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会

え
、
ま
た
、
楽
し
め
る
機
会
が
増
え
る
と
思
う
。

　

ぼ
く
も
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
「
走
る
」
と
い
う
機
会
に

出
会
え
、
新
し
い
発
見
が
得
ら
れ
た
。

　

将
来
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち

と
出
会
い
、
共
に
楽
し
み
、
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
に
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
、
世
の
中
に
は
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
い
ろ
ん
な
境
遇
の
人
達
が
暮
ら
し
、
ま
た
自
分
達
も

大
な
り
小
な
り
周
囲
の
人
に
支
え
ら
れ
暮
ら
し
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
人
の
気
遣
い
が
あ
れ
ば
地
域
で
生
活
し
て

い
け
る
人
も
多
く
い
る
と
思
う
。

　

自
分
も
、
普
段
か
ら
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
人
へ
の
気

遣
い
が
で
き
る
よ
う
な
人
間
に
な
れ
た
ら
と
思
う
。

部
活
動
を
探
し
た
。
行
き
着
い
た
場
所
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
レ
オ
ク

ラ
ブ
。
名
前
だ
け
で
は
何
を
し
て
い
る
の
か
全
然
分
か
ら

ず
す
ぐ
辞
め
る
前
提
で
入
部
し
た
。
こ
の
部
活
動
の
主
な

活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
聞
い
た
だ
け
で
辞
め
る
気
が
増
し

た
。
行
く
前
か
ら
面
倒
で
部
活
動
に
行
く
の
も
だ
る
か
っ

た
の
が
本
音
だ
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
主
に
や
っ
て
い
る
部
活
動
だ
け
あ
っ

て
入
部
し
て
す
ぐ
鯖
江
市
の
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
強
制
参
加
さ
せ
ら
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
の
に
な
ぜ
強
制
参
加
な
の
か
不
思
議
で
た
ま
ら
な
か
っ

た
。
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
、
ラ

ン
ナ
ー
の
方
に
水
分
を
配
る
仕
事
を
し
た
。
い
ざ
や
っ
て

み
る
と
楽
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
。
笑
顔
で
、「
あ
り
が

と
う
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
で
ど
れ
ほ
ど
嬉
し
い
か
。
自
分

ま
で
も
が
自
然
と
笑
顔
に
な
れ
る
魔
法
の
言
葉
と
ま
で

思
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
前
日
ま
で
面
倒
と
し
か
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
に
、
仕
事
を
始
め
て
数
時
間
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
見
つ
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
惹
か
れ
て
い
っ
た
自
分
が
怖
か
っ
た
。
辞
め
る
こ
と
し

か
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
に
知
ら
な
い
間
に
続
け
る
こ
と

し
か
頭
に
な
か
っ
た
。

　

初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
終
わ
っ
て
か
ら
保
育
園
訪

問
を
し
た
り
、小
学
校
相
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
、

障
が
い
者
の
方
の
運
動
会
に
参
加
し
た
り
し
た
。
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
も「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
を
言
っ

て
も
ら
え
る
。「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
て
「
あ

り
が
と
う
」
と
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
私
ま
で
笑

顔
に
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
感
謝
し
か
な
い
。

　

小
学
校
の
頃
に
た
ま
た
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
そ

の
頃
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
な
に
も
関
心
が
な
か
っ

た
私
。
そ
ん
な
私
が
高
校
生
に
な
り
辞
め
る
つ
も
り
で

入
っ
た
部
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？
と
考
え
る
と
、
最

初
に
述
べ
た
通
り
、
一
言
で
は
表
せ
な
い
大
き
な
活
動
だ

と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
周
り
を
見
て
行
動
し
た
り
、
そ
の
時

に
適
し
た
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
大
変

な
面
も
あ
る
が
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
楽

し
い
面
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
に
一
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
だ
け
で
数
多
く
の
こ
と
を
学
べ
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
含
め
た
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

魅
力
だ
。

　

高
校
三
年
間
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
レ
オ
ク
ラ
ブ
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
て
得
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
分
自
身

が
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
満
足
感
で
あ
っ
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
一
緒
に
し
て
い
る
人
々
と
の
出
会
い
の
輪
な

ど
だ
。
卒
業
す
る
ま
で
あ
と
何
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
た

い
と
考
え
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
考
え
は
一
人
一
人
違
う
と
思

う
が
、
私
は
私
な
り
の
考
え
を
持
ち
、
一
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

後
、
配
送
車
両
を
含
め
る
と
一
日
延
べ
約
二
百
六
十
台
か

ら
出
る
排
気
ガ
ス
に
悩
ま
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
環
境
の

中
で
の
作
業
で
あ
っ
た
。

　

災
害
対
策
本
部
よ
り
連
絡
が
あ
っ
た
。
救
援
物
資
の
搬

入
は
、
交
通
渋
滞
の
影
響
で
真
夜
中
に
ず
れ
込
む
こ
と
が

多
く
、
我
々
は
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
雑
魚
寝
で
仮
眠
を
と

る
状
態
が
連
日
連
夜
続
い
た
。

　

冷
た
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
で
、
毛
布
三
枚
に
く
る
ま

り
な
が
ら
搬
入
車
両
を
気
に
し
て
の
仮
眠
は
、
か
な
り
の

体
力
を
消
耗
し
、
身
体
を
休
め
る
環
境
と
は
言
え
な
か
っ

た
。

　

近
年
、
経
済
大
国
と
し
て
世
界
に
雄
飛
し
た
我
が
国
は

物
が
豊
富
と
な
り
、
金
さ
え
出
せ
ば
何
で
も
自
由
に
手
に

入
る
時
代
で
あ
る
。

　

手
を
延
ば
せ
ば
自
分
の
ほ
し
い
も
の
が
自
由
に
得
ら
れ

る
日
常
生
活
が
一
変
し
、
我
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
最
悪
の

環
境
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
全
く

「
水
」
が
な
い
と
い
う
現
実
で
あ
る
。
ど
こ
を
探
し
て
も

水
が
な
い
。
洗
顔
・
歯
磨
き
し
よ
う
に
も
水
が
な
い
。

　

又
、
地
下
駐
車
場
は
激
し
い
車
両
の
往
来
で
、
充
満
し

た
排
気
ガ
ス
に
悩
ま
さ
れ
、
厳
し
い
作
業
が
終
わ
る
こ
ろ

に
は
、
大
寒
と
は
い
え
若
者
た
ち
の
額
に
は
汗
が
に
じ
ん

で
い
た
。
特
に
、
女
性
が
濡
れ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
額
の
汗
を

拭
く
の
が
一
際
目
立
ち
印
象
に
残
っ
た
。
水(

湯)

が
な

く
手
足
や
身
体
を
拭
く
こ
と
も
出
来
ず
、
次
第
に
身
体
全

体
が
痒
く
臭
く
な
っ
て
く
る
の
が
気
に
な
っ
て
来
た
頃
に

は
、
幾
つ
か
あ
っ
た
ご
み
箱
は
日
増
し
に
下
着
類
が
溜

ま
っ
て
い
く
。
若
者
は
つ
い
に
使
い
捨
て
の
道
を
選
ん

だ(

水
が
な
く
洗
濯
が
で
き
な
い)

。
又
、
ト
イ
レ
を
使

う
と
き
は
、
入
り
口
の
ポ
リ
桶
に
備
え
て
あ
る
濁
っ
た
水

(

市
役
所
横
の
川
か
ら
汲
み
上
げ
た
水)

を
バ
ケ
ツ
に
一

杯
持
ち
込
ん
で
用
事
を
済
ま
せ
た
後
に
、
流
し
て
処
理
す

る
の
が
精
一
杯
で
、
手
を
洗
う
水
な
ど
ど
こ
に
も
な
く
、

不
潔
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

蛇
口
を
廻
せ
ば
水
が
出
て
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た

「
水
」
の
尊
さ
、「
水
」
の
大
切
さ
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
痛

感
す
る
日
々
が
続
い
た
。
し
か
し
、
若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
体
験
し
た
事
の
な
い
不
自
由
な
環
境
を
跳
ね
除
け
、「
救

援
活
動
」
に
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
実
に
よ
く
動
き
回
っ

て
呉
れ
た
。
私
に
と
っ
て
は
若
者
を
大
き
く
見
直
し
、
毎

日
毎
日
が
貴
重
な
体
験
と
大
き
な
発
見
の
連
続
と
な
っ

た
。

　

救
援
活
動
も
一
区
切
り
が
つ
き
、
食
糧
配
給
部
の
解
散

の
前
夜
は
、
夜
が
更
け
る
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

展
開
さ
れ
た
。

　

若
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
を
し
た
ら
良
い
か
考

え
、迷
い
、悩
む
前
に
、ま
ず
「
見
捨
て
て
お
け
な
い
。」「
体

が
自
然
と
動
い
て
し
ま
っ
た
。」「
行
動
し
な
け
れ
ば
自
分

自
身
が
許
せ
な
か
っ
た
。」
な
ど
と
発
言
は
続
い
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
ま
さ
し
く
無
償
の
行
為
で
あ

り
、
見
返
り
を
期
待
し
た
り
、
感
謝
を
期
待
し
て
は
い
け

な
い
。
と
若
者
の
一
人
が
声
を
詰
ま
ら
せ
、
締
め
括
り
解

散
と
な
っ
た
。

　

あ
の
時
、
流
し
た
汗
は
、
今
で
も
わ
が
脳
裏
か
ら
消
え

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
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福祉広報コンテスト2015 受賞団体決定
　社会福祉分野において、必要な情報を的確にわかりやすく伝えることができる広報誌は意識啓発や活動
を広げる上で重要な役割を担っており、情報のみならず読者と価値を共有していく有効なコミュニケー
ションツールとしても、更なる活用が期待されています。
　そこで、県内の社会福祉法人・特定非営利活動（ＮＰＯ）法人等が作成、発行する広報誌のコンテストを行
い、広報力の強化を通じた社会福祉活動の一層の普及啓発を推進することを目的に本コンテストを実施し
ました。
　今年度は、昨年度より21団体多くのご応募をいただき、２つの部門をさらに５つの分野にわけ、審査員に
よる第１次書類審査、第２次本審査を行いました。
　その結果、13団体が入賞し、12月18日（金）に開催した、第62回福井県社会福祉大会の式典において、福
井県社会福祉協議会　清川会長より表彰状、トロフィーが授与されました。

部門Ⅱ 主に関係機関、地域住民等幅広い読者を対象に法人等が発行している
紙媒体の広報誌

優秀賞

社会福祉法人 光道園
「絆の杜」

社会福祉法人 金津福祉会
「ふれあいサンホーム」

施
設
分
野

園
長
あ
い
さ
つ
の
「
目
指
す
べ
き
姿
」
は

好
感
が
も
て
る
。
苦
情
件
数
の
掲
載
は
、

情
報
公
開
の
点
か
ら
も
よ
い
！

優秀賞

社会福祉法人 大野市社会福祉協議会
「おおの社協だより」

社会福祉法人 越前町社会福祉協議会
「えちぜん社協だより」

審査員
特別賞

社会福祉法人 若狭町社会福祉協議会
「わかさ社協だより」

社
協
分
野

見
出
し
や
文
言
に
「
ほ
っ
」
と
安
心
す
る

表
現
が
使
わ
れ
、
福
祉
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
！

部門Ⅰ 主にサービス利用者やその家族等の読者を対象に法人等が発行している
紙媒体の広報誌

特定非営利活動法人
心の健康相談室 こだちのもり
「こだちのもり通信」

障
害
分
野

手
作
り
感
、
内
容
の
濃
さ
、
イ
ラ
ス
ト
や

色
合
い
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
！

優秀賞

社会福祉法人 新横江保育園
「つく親報」

社会福祉法人 親渉会
「どんぐり」

審査員
特別賞

福井市東郷保育園
「ほほえみつうしん」

児
童
分
野

保
護
者
が
工
夫
を
こ
ら
し
、
作
り
手
の
思

い
が
伝
わ
る
！

優秀賞

社会福祉法人 おおた福祉会
「ほやほやだより」

社会福祉法人 森田福祉会
「わたぼうし」

審査員
特別賞

社会福祉法人 悠善会
「グリーンライフ大和田だより あのの」

老
人
分
野

写
真
を
中
心
と
し
た
構
成
、
見
出
し
と
文

章
の
字
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
。
日
々
の
暮

ら
し
ぶ
り
が
良
く
わ
か
る
！

広報コンテスト　受賞団体・作品

敦賀市子育て支援センター
「しぜんニュース！」

最優秀賞

最優秀賞

最優秀賞

最優秀賞

最優秀賞
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福祉広報コンテスト2015 受賞団体決定
　社会福祉分野において、必要な情報を的確にわかりやすく伝えることができる広報誌は意識啓発や活動
を広げる上で重要な役割を担っており、情報のみならず読者と価値を共有していく有効なコミュニケー
ションツールとしても、更なる活用が期待されています。
　そこで、県内の社会福祉法人・特定非営利活動（ＮＰＯ）法人等が作成、発行する広報誌のコンテストを行
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よる第１次書類審査、第２次本審査を行いました。
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井県社会福祉協議会　清川会長より表彰状、トロフィーが授与されました。
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優秀賞
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施
設
分
野

園
長
あ
い
さ
つ
の
「
目
指
す
べ
き
姿
」
は

好
感
が
も
て
る
。
苦
情
件
数
の
掲
載
は
、

情
報
公
開
の
点
か
ら
も
よ
い
！

優秀賞
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協
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野
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出
し
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言
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ほ
っ
」
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す
る
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使
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れ
、
福
祉
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
！
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障
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分
野
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い
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工
夫
さ
れ
て
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ふくい・つ
ながりフォ ーラム 2015開催！ふくい・つ
ながりフォ ーラム 2015開催！ふくい・つ
ながりフォ ーラム 2015開催！ふくい・つ
ながりフォ ーラム 2015開催！

　このコンテストは、捨てればゴミになってしまうペットボトルのキャップ
を使って大きな絵（アート）を制作するもので、県民のみなさんが「つながり」
を実感したり、その「楽しさ」や「喜び」を共感したりする機会づくりを目的に、
平成 22年度から実施しています。
　今年は『ふるさとへの愛』をテーマに 1畳部門、2畳部門あわせて 25チー
ムがエントリーし、10 月 24 日（土）・25 日（日）に福井市のショッピン
グセンター『ラブリーパートナー・エルパ』（来場者 696名）にて、作品の展示・
審査を経て「ふくい・つながりフォーラム 2015」で表彰が行われました。
　どの作品もデザイン性に優れ、見ごたえがある作品が揃いました。

　市町ボランティアセンターの一押しのユ
ニークなボランティア活動や、実際にボラン
ティア活動や地域活動を行っているシニアグ
ループの活動内容、また生き生きと活動され
ているシニアの方の様子を紹介しました。あ
わせて今年度の作文コンクールの入賞作品 16
点を展示しました。

エコキャップアートコンテスト　表彰式・入賞作品展示

アクティブ・シニア活動、市町イチオシボランティア活動の紹介、作文コンクール入賞作品展示

アクティブ・シニア活動紹介 市町イチオシボランティア活動紹介

　ボランティア活動に積極的な企業・団体を「ボランティア応援企業認証
制度」において認証している企業の中から、特に活動が顕著な企業３企業
が表彰されました。

ボランティア応援企業認証特別賞表彰式

応援企業認証特別賞表彰式

金城大学教授　内さん

パネリスト（左から、高橋さん、笠原さん、渡邉さん）シンポジウムの様子

今回のコンテストで集まったキャップは、約 277,100 個（ワクチン約 322人分）

コンテストで使用したキャップは、製作グループごとにリサイクルしますが、
その売り上げは海外の子どもたちにワクチンを提供するエコキャップ運動に
寄付されます。

賞　名 ＜１畳サイズ部門＞ ＜２畳サイズ部門＞

大　賞

優秀賞

ラブリー賞

受賞されたグループのみなさん

グループホーム白楽荘
みくにの里
グループホーム白楽荘
みくにの里

西徳寺保育園西徳寺保育園

朝日小学校　環境福祉委員会朝日小学校　環境福祉委員会 木村病院
作業療法室
木村病院
作業療法室

レインボー 21レインボー 21 森田中学校 1年生森田中学校 1年生

　平成 27 年 11 月 29 日（日）、福井県自治会館において「ふくい・つながりフォーラム 2015」が開催さ
れました。このフォーラムは、広く県民を対象に、ボランティア活動や地域活動の魅力と、活動を通じてお
かげさまとお互いさまの気持ちで結ばれるつながりや絆の大切さを伝え、つながり支え合う社会をつくりあ
げることを目的に実施されたものです。フォーラムでは、基調講演やシンポジウム、表彰式、活動内容の紹
介や入賞作品の展示が行われました。

株式会社ウォンツ　清川メッキ工業株式会社　福井信用金庫

受賞企業 （50音順、敬称略）

　県内外のさまざまな地域でボランティア活動や地域活動に精力的に取り
組んでいる３団体の代表者等から、活動の紹介とともに「人と人とのつな
がりや地域活動の魅力」について語り合っていただきました。

　内さんのコーディネートのもと、池田サラリー
マン OB 会の「楽しみながらボランティア活動
をしている」様子や、さば cans の「困ってい
る被災地の方に貢献したいという強い気持ち」、
すみよい糸生を創る会の「地域活性化に向けて
世代を超えて住民全体で活動する」状況が紹介
され、自由に集まり楽しみながら活動すること
の魅力や活動を通して地域住民がつながること
の大切さについて意見交換が行われました。

シンポジウム

金城大学社会福祉学部　　　　　教授　　内　　慶瑞さんコーディネーター

池田サラリーマンＯＢ会(大阪府)　　　　高橋　和男さん
さばｃａｎｓ(鯖江市)　　　　　代表　　笠原　　徹さん
すみよい糸生を創る会(越前町)　副会長　渡邉　久志さん

パネリスト

　基調講演では、岐阜県白川村教育長　倉嘉宏さんに「未来につなぐ　白
川びとの財産」というテーマでご講演いただきました。
　白川村の住民総出で助け合い協力し合う伝統的な取組みである「結い」
やその精神が、過去から守り続けられてきた村の貴重な財産であること、
また未来の財産である子ども達にこの精神を伝えるために地域の力を得な
がら教育を行っていることを話していただきました。話の中で、「生きる」
ことは人に何かをしてもらうこと、「生きていく」ことはそれを返していく
ことであり、生きる上で、感謝の心や敬う心、おかげさまの心を持つこと、
また育むことの大切さを語られました。

基調講演

基調講演の様子

白川村教育長　倉さん
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ながりフォ ーラム 2015開催！ふくい・つ
ながりフォ ーラム 2015開催！ふくい・つ
ながりフォ ーラム 2015開催！ふくい・つ
ながりフォ ーラム 2015開催！

　このコンテストは、捨てればゴミになってしまうペットボトルのキャップ
を使って大きな絵（アート）を制作するもので、県民のみなさんが「つながり」
を実感したり、その「楽しさ」や「喜び」を共感したりする機会づくりを目的に、
平成 22年度から実施しています。
　今年は『ふるさとへの愛』をテーマに 1畳部門、2畳部門あわせて 25チー
ムがエントリーし、10 月 24 日（土）・25 日（日）に福井市のショッピン
グセンター『ラブリーパートナー・エルパ』（来場者 696名）にて、作品の展示・
審査を経て「ふくい・つながりフォーラム 2015」で表彰が行われました。
　どの作品もデザイン性に優れ、見ごたえがある作品が揃いました。

　市町ボランティアセンターの一押しのユ
ニークなボランティア活動や、実際にボラン
ティア活動や地域活動を行っているシニアグ
ループの活動内容、また生き生きと活動され
ているシニアの方の様子を紹介しました。あ
わせて今年度の作文コンクールの入賞作品 16
点を展示しました。

エコキャップアートコンテスト　表彰式・入賞作品展示

アクティブ・シニア活動、市町イチオシボランティア活動の紹介、作文コンクール入賞作品展示

アクティブ・シニア活動紹介 市町イチオシボランティア活動紹介

　ボランティア活動に積極的な企業・団体を「ボランティア応援企業認証
制度」において認証している企業の中から、特に活動が顕著な企業３企業
が表彰されました。

ボランティア応援企業認証特別賞表彰式

応援企業認証特別賞表彰式

金城大学教授　内さん

パネリスト（左から、高橋さん、笠原さん、渡邉さん）シンポジウムの様子

今回のコンテストで集まったキャップは、約 277,100 個（ワクチン約 322人分）

コンテストで使用したキャップは、製作グループごとにリサイクルしますが、
その売り上げは海外の子どもたちにワクチンを提供するエコキャップ運動に
寄付されます。

賞　名 ＜１畳サイズ部門＞ ＜２畳サイズ部門＞

大　賞

優秀賞

ラブリー賞

受賞されたグループのみなさん

グループホーム白楽荘
みくにの里
グループホーム白楽荘
みくにの里

西徳寺保育園西徳寺保育園

朝日小学校　環境福祉委員会朝日小学校　環境福祉委員会 木村病院
作業療法室
木村病院
作業療法室

レインボー 21レインボー 21 森田中学校 1年生森田中学校 1年生

　平成 27 年 11 月 29 日（日）、福井県自治会館において「ふくい・つながりフォーラム 2015」が開催さ
れました。このフォーラムは、広く県民を対象に、ボランティア活動や地域活動の魅力と、活動を通じてお
かげさまとお互いさまの気持ちで結ばれるつながりや絆の大切さを伝え、つながり支え合う社会をつくりあ
げることを目的に実施されたものです。フォーラムでは、基調講演やシンポジウム、表彰式、活動内容の紹
介や入賞作品の展示が行われました。

株式会社ウォンツ　清川メッキ工業株式会社　福井信用金庫

受賞企業 （50音順、敬称略）

　県内外のさまざまな地域でボランティア活動や地域活動に精力的に取り
組んでいる３団体の代表者等から、活動の紹介とともに「人と人とのつな
がりや地域活動の魅力」について語り合っていただきました。

　内さんのコーディネートのもと、池田サラリー
マン OB 会の「楽しみながらボランティア活動
をしている」様子や、さば cans の「困ってい
る被災地の方に貢献したいという強い気持ち」、
すみよい糸生を創る会の「地域活性化に向けて
世代を超えて住民全体で活動する」状況が紹介
され、自由に集まり楽しみながら活動すること
の魅力や活動を通して地域住民がつながること
の大切さについて意見交換が行われました。

シンポジウム

金城大学社会福祉学部　　　　　教授　　内　　慶瑞さんコーディネーター

池田サラリーマンＯＢ会(大阪府)　　　　高橋　和男さん
さばｃａｎｓ(鯖江市)　　　　　代表　　笠原　　徹さん
すみよい糸生を創る会(越前町)　副会長　渡邉　久志さん

パネリスト

　基調講演では、岐阜県白川村教育長　倉嘉宏さんに「未来につなぐ　白
川びとの財産」というテーマでご講演いただきました。
　白川村の住民総出で助け合い協力し合う伝統的な取組みである「結い」
やその精神が、過去から守り続けられてきた村の貴重な財産であること、
また未来の財産である子ども達にこの精神を伝えるために地域の力を得な
がら教育を行っていることを話していただきました。話の中で、「生きる」
ことは人に何かをしてもらうこと、「生きていく」ことはそれを返していく
ことであり、生きる上で、感謝の心や敬う心、おかげさまの心を持つこと、
また育むことの大切さを語られました。

基調講演

基調講演の様子

白川村教育長　倉さん
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本
県
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
25
年
11
月
に
解
散
し
た
財
団

法
人
積
善
会
か
ら
の
助
成
金
運
用
益
に
よ
り
、

県
内
社
会
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
等
へ
福
祉
車

両
を
寄
贈
す
る
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
福
祉
車
両
を
使
用
し
て
地
域
の

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
地
域
に
暮
ら
す
人
た

ち
が
相
互
に
つ
な
が
り
、
分
か
ち
合
い
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
主
な
目
的
に
す
る
活
動
を
対
象

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
、
５
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
寄

贈
し
た
福
祉
車
両
の
合
計
は
、
15
台
と
な
り
ま

す
。 「

積
善
会
号
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ

〜
第
５
回
福
祉
車
両（
積
善
会
号
）寄
贈
事
業
〜

このマークの車が県内を走ります。

　

今
回
は
特
に
、
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
の
福

祉
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
を
対
象
に
募
集
を

行
い
、
寄
贈
先
は
、
社
会
福
祉
法
人　

小
浜
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
決
定
し
ま
し
た
。

社会福祉法人 小浜市社会福祉協議会
ニッサン キャラバン（２ＷＤ-５ＡＴ）　１台

車いすのまま乗降できるスロープ付き車両です。

第５回寄贈先

財団法人　積善会

　財団法人　積善会は、昭和 45 年（1970）４月に元福井放送社長の加藤尚氏によって設立された団体
で、三国競艇を運営する武生三国モーターボート競走施行組合からの交付金を福祉向上のための支援金
とすることを目的に事業を開始しました。
　県内の社会福祉団体や福祉活動に対し積極的な助成を行うとともに、教育やスポーツ、文化、地域づ
くりなどにも支援してきました。
　積善会は平成 25 年（2013）11月をもって解散しましたが、この 43 年間の助成累計は約 1600 件、
約 30 億円にのぼります。


